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る。PISA 2015 DRAFT SCIENCE FRANEWORKでは，科学的リテラシーに要求される
能力の1つとして「データと証拠の解釈を科学的に行う能力」を掲げ，（OECD, 2013a：
9）「データの分析と解釈，そして適切な結論を書く。」（OECD, 2013a：16）と明示




（データ）を付け加え，推定する。」と示されている（Mullis, Martin, Ruddock, 
O'Sullivan, & Preuschoﬀ, 2009：82-87）。さらに，科学的探究では，生徒に期待する5



































図1 データ解釈までの過程  
（出典：Bowen, G. M., Roth, W., M. (2005). Data and graph interpretation practices 




































的に表現した Schwab を紹介しておこう 2)。Schwab（1964：38-39）は，科学の方法を
次の 7 つの段階（①  問題の形成，②  可能な解決のためのデータの収集，③  問題の再形























 ところが，このデータ解釈の機能を阻害する要因が論じられている。  
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るとき  —人類学的考察— 』産業図書 .」が詳しい。  
2) 「石﨑  友規（2012）「シュワブの探究学習論における安定的探究 (Stable Enquiry)
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